
高校生の探究活動の方法としての統計
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背景

・ 高等学校における「総合的な探究」の時間をどう充実させる
のかという問題が出てきた。（俗にいう「探究元年」）

・ 教員は学校の特色を生かした（最適な）探究の方法を模索し
ている状況である。

→担当の先生任せにしてきた学校は危機感をもつ

→大学入試のエントリーシートや調査書等にも詳細な記述が

求められる

・ 教員の多くは自身が高等学校在学時に探究活動を経験して
いない。

→手軽に実施・評価できる方法が好まれる
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報告する内容

①課題研究

→学んだことを活用する場

→SSH事業の指定終了後も続けられる（自走化）

②教員用指導書「広大メソッド」

→指導経験の継承、汎用的な探究活動の支援

→教科指導にも活用

③課題研究の事例

→試行錯誤の軌跡

3



①課題研究
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①課題研究
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高校生の課題研究が目指すところは，高度な研究課題に取り組

む機会を生徒に与えることも重要であるが，研究の面白さに気づか
せ，将来の大学等での高度な研究に耐えうる基本的な態度（困難
な問題に対処するための高い洞察力，主体性・粘り強さ，自他の取
組に対する評価・改善，意思決定等）を育成することであると考える。
そのための教員の指導・支援あるいは評価の方法を，これまでの
本校でのSSH研究開発及び課題研究の実践で得られた貴重な実
例や経験知をふんだんに織り込んで取りまとめたのが「広大メソッ
ド」である。

「広大メソッド」の完成により，本校の「主体的・自律的」な課題研究
の３年間の流れを可視化することができ，教員による課題研究の
指導・評価の改善・発展，授業改善等が推進されるものと考える。



②教員用指導書「広大メソッド」
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・課題研究の教師用指導書（汎用性を高める）
・研究を「はじめる」「進める」「深める」の３期に分けて
生徒の主体的・自律的な研究活動を保障・支援する
方法を明示
・３年間のルーブリックが完成



②教員用指導書「広大メソッド」
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③課題研究の事例
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③課題研究の事例
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③課題研究の事例
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③課題研究の事例
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課題研究計画（高１の３学期，生徒が作成）
（1） 動機・目標
オシャレを研究したい。流行りのメイクについて、数値化して傾向を明らか
にし、これから流行るメイクを提案する。
（2）研究計画
メイクに関する先行研究を概観し、対象と状況を限定してメイクの選好傾向
を調べる。日本の歴史的な変遷を調べるとともに、海外の高校生と研究交
流を行い、類似点と相違点を調べる。
【高２：４月～６月】
分析する女優の写真を選び、部位に関する位置データの収集
【高２：７月～９月】
収集したデータをもとに、傾向の分析
【高２：11月～12月】
分析結果をもとに、メイクのテンプレートを作成
【高２：１月～２月】
雑誌の表紙写真をもとに、女優のメイクの肌と唇の色から色見本を作成



③課題研究の事例

12

数値化の方法（高２の１学期）
①y軸を設定
②y軸をもとにx軸を設定
③目頭，目尻等の座標を計測
測定誤差を考慮して１枚の写真を３回測定して平均値を算出した。



③課題研究の事例
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校内「課題研究中間発表会（11月）」
にて発表

TJ-SIF2022（12月）にて発表



③課題研究の事例

14校内「SSHの日：課題研究発表会（２月）」にて発表



まとめ

• 生徒の興味・関心

• ICTの活用（フリーのアプリ等）

• 研究ノートの作成

• 研究倫理
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